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実験室）には，パンデグラーフ加速器（4・MV（現在2.5MVで使用）， 三菱電機製， 1968年設置）， X線照射用電
子加速器（2




おり， 2017年度の利用は学内 lI （うち教育関係 2）， 学外




































ディテクタ ・Qマスによる リー クのチェックを行い， Rb
蒸気による汚染に対しては Rbの温度を上げすぎないよ
うマニュアルの改訂を行った．これら対策によ り定期メ
ンテナンスまでの 1年間安定して利用が可能になった．
5. 50年の歩み
今年度でパンデグラーフ加速器とX線照射用電子加速
器が設置されてから 50年が経過した．図4にX線照射用
電子加速器を除く 3台の加速器利用の積算時間を示す．
加速器設置から現在まで安定した利用が達成できている
ことが分かる．半世紀にわたり蓄積したノウハウを生か
し，今後も安定した利用ができるよう，教職員一丸とな
って加速器の運用を行っている．
6.分析システム開発
現在稼働している元素分析システムは l台しかなく， l
台の加速器に利用が集中している．利用分散と故障時の
予備として新たに簡易の分析システムの開発を検討して
いる．開発にあたって，本研究会で意見等を頂ければと
考えている．
7.まとめ
表 1 三相トランス仕様
1次入力 三相200V
2次出力 三木目6kV
巻線比 1:30 
周波数 60Hz 
出力電流 500mA 
結線方法 デルタスター結線
図2 三相トランス
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図3 コルツボトル汚染状況
図4
京都大学工学研究科附属量子理工学研究センター ・原子核工学専攻の加速器のここ近年の状況について述
べた．小さな トラブテルはあったが，大きなトラブ、ルはなく安定した利用が行われており，今後も安定した利
用ができるよう努めていきたい．
※本稿は「総合技術研究会2019九州大学 予稿集」に掲載されたものです。
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